
だ

ざ
い

ふ

福
岡
・大
宰
府
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
県
太
宰
府
市
大
字
観
世
音
寺
字
広
丸

２
　
調
査
期
間
　
　
大
学
府
史
跡
第
九
六
次
調
査
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
六

月
～

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
九
州
歴
史
資
料
館

４
　
調
査
担
当
者
　
一局
倉
洋
彰

・
横
田
賢
次
郎

・
森
田
　
勉

。
赤
司
善
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
、
奈
良
時
代

・
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
大
宰
府
政
庁
跡
中
軸
線
か
ら
西
へ
四
三
〇
ｍ
に
位
置
し
、
鏡
山

猛
氏
の
条
坊
復
元
案
で
は
、
右

郭
五
条
五
坊
に
あ
た
る
。
西
北

に
位
置
す
る
水
城
小
学
校
の
校

庭
よ
り

「遠
賀
団
印
」
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
筑
前
国
府

の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
と
関
連
す
る
遺
構
の
存
否

を
確
認
す
る
こ
と
を
主
目
的
に

調
査
を
行
な
っ
た
。
調
査
面
積

は

一
二
〇
〇
濯
で
あ
る
。

検
出
し
た
主
要
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
五
棟
、
柵

一
条
、
溝
九
本
、
井
戸

一
基
、
土
坑
、
ピ
ッ
ト
群
な
ど
で
あ
る
。
建
物
を
主
と
し
て
時
期
を
区
分
す
る

と
、
第
Ｉ
期
は
Ｌ
宇
型
に
配
置
さ
れ
た
Ｓ
Ｂ
二
人
二
五

。
Ｓ
Ｂ
二
人
三
〇
で
、

人
世
紀
後
半
以
前
。
第
Ⅱ
期
は
Ｓ
Ｂ
二
人
三
〇
で
、
人
世
紀
後
半
。
第
Ⅲ
期
は

ａ
・
ｂ
の
二
小
期
に
分
か
れ
、
ａ
期
は
Ｓ
Ｂ
二
人
三
五
と
井
戸
Ｓ
Ｅ
二
人
四
五

で
、
九
世
紀
後
半
、
ｂ
期
は
Ｓ
Ｂ
二
人
三
六
で
、　
一
〇
世
紀
中
頃
と
な
る
。
第

Ｉ

・
Ｈ
期
は
官
行
ま
た
は
官
人
宅
、
第
胆
期
は
住
居
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｂ
二

人
三
〇

・
Ｓ
Ｂ
二
人
三
五
は
五
条
大
路
推
定
線
上
に
あ
り
、
少
な
く
と
も
九
世

紀
後
半
以
前
に
は
、
五
条
大
路
が
推
定
位
置
に
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
調
査
区
北
半
部
西
南
隅
付
近
で
検
出
さ
れ
た
第
Ⅲ
ａ
期
の
井
戸
Ｓ

Ｅ
二
人
四
五
か
ら
三
点
出
土
し
た
。
概
報
で
は
二
点
出
上
し
た
と
し
、
判
読
で

き
な
い
た
め
報
告
を
省
い
た
と
す
る
が
、
今
回
再
調
査
を
行
な
っ
た
結
果
、
三

点
の
出
土
を
確
認
し
た
。

井
戸
の
埋
土
上
層
は
中
世
の
遺
物
を
含
み
、
中
層
と
下
層
か
ら
は
多
数
の
上

師
器
と
滑
石
製
の
風
字
硯
、
木
製
品
な
ど
が
出
土
し
た
。
埋
土
下
層
の
年
代
は

こ
れ
ら
の
遺
物
か
ら
九
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
方
木
簡
の
時
期
は
、
有

頭
九
棒
や
曲
物
底
板
な
ど
の
木
製
品
と
と
も
に
、
井
戸
の
中
層
か
ら
出
土
し
て

い
る
の
で
、
九
世
紀
後
半
以
降
で
あ
る
。

(太宰府)



2005年出上の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪
　
　
□
　
□

②

　

口

０

　

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ

る
≦

ｏ解

①
は
右
辺
と
下
端
削
り
、
上
端
折
れ
、
左
辺
は
二
次
的
切
断
で
あ
る
。
墨
痕

が
二
文
字
分
認
め
ら
れ
る
が
、
左
辺
の
切
断
に
よ
つ
て
右
半
分
し
か
残
存
し
な

い
た
め
、
判
読
で
き
な
い
。
二
文
字
目
は
草
冠
の
一
部
と
そ
の
下
に

「
口
」
を

二
つ
重
ね
た
線
を
追
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
②
は
上
下
両
端
折
れ
、
左
右
両

辺
削
り
で
あ
る
。
墨
痕
が

一
文
字
分
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
「
０
は
上
端
が
斜

め
に
折
れ
、
下
端
も
折
れ
、
左
右
両
辺
は
二
次
的
切
断
で
あ
る
。
右
上
か
ら
左

下
に
は
ら
っ
た
墨
線
が
三
本
あ
る
が
、
右
半
分
が
切
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
判

読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

九
州
歴
史
資
料
館

『大
学
府
史
跡
昭
和
六
〇
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
盆

九

八
六
年
）

（酒
井
芳
司
）

西
海
道
古
代
官
衛
研
究
会
編

『西
海
道
出
土
墨
書
土
器
集
成
』
の
刊
行

本
書
は
、
西
海
道
地
域
出
上
の
墨
書
土
器

（刻
書
土
器
な
ど
も
含
む
）
を

一
覧
で
き
る
便
利
な
資
料
集
で
あ
る
。
九
州
に
お
い
て
幅
広
い
参
加
者
を

得
て
活
動
を
続
け
、
本
年
九
月

一
五
・
一
六
両
日
に
開
催
し
た
九
州
特
別

研
究
集
会
の
後
援
団
体
と
し
て
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
西
海
道
古
代
官

衛
研
究
会
が
、
特
別
研
究
集
会
を
契
機
に
編
集

・
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

国
単
位
で
、
県

・
市
町
村

・
遺
跡
名

。
（調
査
）
次
数

。
（出
土
）
遺

構

・
土
層

・
種
別

（墨
書
か
刻
書
か
な
ど
）
・
対
象
物

（須
恵
器
・
土
師
器
・

瓦
な
ど
▼

器
形

・
世
紀

・
時
代

。
文
字
種

（釈
文
ド

備
考

・
文
献
の
各

一

項
目
を
表
の
形
で
列
記
し
、
遺
跡
ご
と
に
主
要
な
も
の
の
図
版
を
掲
載
し

て
い
る
。

Ａ
５
判
　
一ハ
四
頁
。
頒
価

一
五
七
五
円

（税
込
）

お
問
い
合
わ
せ
。
お
求
め
は
、
左
記
ま
で
。

六

一
書
房
　
電
話
　
〇
三
十
五
二
人

一
十
六

一
六

一

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
三
十
五
二
人

一
十
六

一
六
〇

（
Ｐ
Ｏ
∞
）
×

Ｐ
∞
×

ω
　

ｏ
Ｐ
Φ

含

卜
じ

×

〕
ド
×

∞
　

ｏ
∞
岸


